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【6 月以降の活動予定他】 

◎YIA スピーチコンテスト 7 月 16 日（日） 

10:00～ 場所：吉野川市文化研修センター 

 

  

 

◎徳島県日本語弁論大会：7 月 23 日（日） 

13:00～  場所：あわぎんホール 

◆会長就任のご挨拶      瀬尾 規子 

 

 会員の皆様には、日頃から吉

野川市国際交流協会の活動に

ご支援ご協力を賜り、誠にあり

がとうございます。去る 2023 年

度 5 月 14 日に開催されました

総会におきまして、会⾧を拝命

いたしました。 

私は 35 歳の時に鴨島町国際交流協会に入会し、理

事・副会⾧を経て、2000 年に鴨島町国際交流協会の会

⾧に就任しました。その後、市町村合併に伴い 2004 年

に吉野川市国際交流協会の会⾧に就任し、2014 年まで

務めました。萩森前会⾧には、2015 年から 2022 年ま

で会⾧を務めていただきました。この間、コロナ禍によ

り多大なご苦労を乗り越えてこられたことに心から感

謝いたします。在任中は、在住外国人の日本語指導に力

を注いでいただき、活気ある日本語教室は県内のみな

らず、県内外の大学からも注目されるほどに発展しま

した。本当にお世話になりました。1992 年にスタート

した国際交流協会の活動は 30 年以上になり、国際情勢

も刻々と変わってきました。変わらないのは、国境を越

えた「人と人のフレンドシップ」です。コロナの感染が

落ち着いてきたこれからは、会員の皆様との交流を深

めるとともに地域在住の外国人とのフレンドシップを

深め、皆様に国際交流を楽しんでいただける活動をし

てまいりたいと思います。どうぞ、よろしくお願い致し

ます。 

 

◆日本語教室のタケノコ掘り    大塚 貴司 

4 月 30 日に山川、鴨島の日本語教室で、市原さんの

竹林にタケノコを掘りに行きました。 

萩森さん が下見 に

行き沢山のタケノコ

が出てたとのこと。前

の日雨が降っていた

ので大丈夫かなと思

っていましたが雨も

上がり予定通りタケ

ノコ掘りをする事がで

きました。 

市原さん、受講生 20

人、家族参加 3 人、YIA

理事７人、計 31 人の参

加でした。 

竹林には、ちょうど良

いタケノコが沢山顔を

出していて、それぞれグ

ループに分かれてワイ

ワイ言いながら沢山の

タケノコを掘っていま

した。中には土の下のタ

ケノコも上手に見つけ掘っている受講生もいました。 

掘ったタケノコは参加したみんなで分け合い持って

帰りました。市原さんどうもありがとうございました。 



また参加した受講生、理事の皆さんお疲れ様でした。

沢山の参加ありがとうございました。 

 

◆「プディ君の来訪」     村上 瑛一 

5 月 21 日の晩 10 時頃、藤野井（旧姓）さんから

「インドネシアのプディ君が来ています。お出でにな

れますか」との電話がありました。 

藤野井典子さんは、平成 13 年から 13 年間に渉って

「日本語教室」を支えてくださったひとで、プディ君

は、2004 年（平成 16 年）から４年間、熱心に教室に

通ってきていたインドネシアからの元実習生です。 

大急ぎで風呂からあがって藤野井さんの塾へ駆けつ

けました。大阪の会社へ出張で来日した機会に、鴨島

迄会いに来てくれたのでした。 

プディ君は以前にも日本へ出張してきたときには、

何度か会いにきてくれました。土成の光学会社の実習

生でしたが、日本語教室 2 年目で「能力試験 3 級

（N3）」に合格し、会社の保証で就業年限を延⾧され

た人でした。 

大変懐かしく、また嬉しく、三人で深更まで語り明

かしたことでした。その前の日曜日には、総会のあと

の日本語教室で、平成 10 年（1998）から教室に出席

していた束圓（今は日本で実習生の受け入れ組合に勤

めている）に逢うという意外の出来事がありました。

30 年続いた「日本語教室」の「縁の糸」の広がりを

いま実感している次第です。 

 

◆2023 年度総会報告         萩森 健治 

吉野川市国際交流協会 2023 年度総会を 5 月 14 日に

開催。出席者 10 名、委任状 22 名でした。三原副会⾧

の司会で進行し各議案とも全員賛成で可決承認されま

した。 

生涯学習課

か ら 井 上 課

⾧、大島課⾧

補佐、住友主

事 が 出 席 さ

れ、井上課⾧

から YIA 総会への祝辞と活動に対する賛辞をいただき

ました。つぎに会⾧が挨拶し、退任を表明。8 年間の活

動の評価と課題、コロナ禍での活動の制約、活動に対す

る教育委員会や会員の協力支援に対する謝辞を述べま

した。 

議⾧は萩森が担当し、議案の説明と質疑応答、採決が

行われました。結果は以下の通りです。 

① 第１号議案（2022 年度事業報告、収支決算報告）：

萩森が報告し、監査結果についても代理で報告。異

議なしで可決 

① 第 2 号議案（2023 年度役員改選・案）：役員改選・

案を萩森が説明し、異議なしで可決 

・新任された瀬尾会⾧が新任の挨拶をしました。 

② 第 3 号議案（2023 年度事業計画案、予算案）： 

・事業計画を瀬尾会⾧が説明。

8 月の阿波踊りの開催は中止

ですが、鴨島マルシェ開催の機

会に YIA として実施する予定。

俳句書道は 9 月、バスツアーは

11 月、2 月の多文化共生交流会

ではクッキングも取り入れる予定とのこと。予算案に

ついて三原会計担当副会⾧が説明し、異議なしで可決。 

会員減少、予算面などで厳しい状況ではありますが、

地域で暮らす外国の人たちとの共生や支援、地域の国

際化支援などの活動をしっかりと続けていかなければ

ならないことを確認し閉会しました。 


